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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
○ B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

KEK の 500MeV ブースターを改装することで、研究代表者が発明した誘導加速方式によるデジタル

加速器、すなわち前段リニアックを必要とせず、すべてのイオン種をすべての電価数で加速できるシン

クロトロンの原理を実証することを目的とした研究である。 
予算不足、設計の再検討、担当者の交替などの要因があり、特にイオン源の性能が想定より低いこと

が懸念される。ビームコミッショニングに向けてまだ多くの作業が残っているものの、今後一層の努力

により、デジタル加速器の原理の実証には漕ぎ着けられるものと期待される。前駆的イオン利用の実験

実施については、計画終了後に持ち越される可能性があるが、これについても速やかに達成することを

期待する。 

検証結果   一連のビームコミッショニング作業は一通り推進したところではあるが、平成 22 年度

の研究進捗状況報告書と平成 24 年 6 月の研究成果報告書を比較すると、デジタル加速の

特長であるクラスターイオン及び任意電価数イオンの繰り返し加速の実証に必須の ECR
イオン源磁場配位改造計画を遂行したか否かが不明瞭である。また、本研究計画は平成 22
年度終了となっており、その後平成 24 年に報告書を作成したことを考慮すると、全種イ

オン加速器の応用に向けての前駆的イオン利用実験実施についても明記されるべきであ

る。 
総じて、招待講演が少ないこと等に表れているように、先の「学術創成研究費」の成果

から飛躍的発展を見いだすことはできないが、加速器は育てるものであるので、日本発の

小型誘導加速シンクロトロンの今後の学際的・国際的展開に大いに期待する。  
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